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献
上
さ
れ
た
伊
賀
の
鶴

　

鶴
は
、
古
く
か
ら
長
寿
や
吉
兆
を
象
徴

す
る
鳥
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
全
国
的
に
生
息
し
、
伊
賀
地
域
に
も
多

く
の
鶴
が
飛
来
し
て
い
ま
し
た
。

　

藤
堂
藩
の
記
録
で
あ
る
『
庁ち

ょ
う
じ事

類る
い
へ
ん編

』

に
よ
る
と
、
寛
政
元
（
１
７
８
９
）
年
、

柏
野
村
で
鶴
が
巣
を
作
っ
た
た
め
、
鉄
砲

の
稽
古
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

文
化
４
（
１
８
０
７
）
年
に
は
、
四
十
九

村
に
飛
来
し
た
鶴
が
飛
べ
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
藩
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

様
の
報
告
は
、
４
年
後
に
朝
屋
村
で
も
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
藩
の
記
録
に
、
鶴
の
記
事
が

多
く
見
ら
れ
る
の
に
は
訳
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
武
家
社
会
で
は
、
縁
起
の
良

い
鶴
が
、
鷹
や
白
鳥
な
ど
と
と
も
に
贈
答

品
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
食
用
や
薬
用
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
名
の
居
城
や
家

紋
な
ど
を
収
め
た
紳
士
録
『
大

だ
い
み
ょ
う名

武ぶ

鑑か
ん

』

を
見
る
と
、
全
国
の
２
５
０
を
越
え
る
諸

藩
の
中
で
、
19

の
藩
が
定
例
と
し
て
鶴
を

幕
府
へ
献
上
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
藤
堂

藩
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
堂
藩
の
記
録
『
公こ

う
し
つ室

年ね
ん

譜ぷ

略
り
ゃ
く

』
の
明

暦
２
（
１
６
５
６
）
年
９
月
の
記
事
を
見

る
と
「
伊
州
ヨ
リ
初
鶴
到
来
ニ
依
テ
筥
等

例
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
翌
十
二
日
将
軍
家
へ

献
上
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
寛
文
９

（
１
６
６
９
）
年
10

月
の
記
事
に
も
、
伊

賀
か
ら
黒
鶴
３
羽
を
将
軍
家
へ
献
上
し
た

と
あ
り
ま
す
。

　

藤
堂
藩
に
よ
る
鶴
の
献
上
は
、
幕
府
だ

け
で
は
な
く
、
朝
廷
に
も
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
、
前
関
白
で
あ
る
近
衛
信の

ぶ

尋ひ
ろ

が
二

代
藩
主
藤
堂
高
次
へ
宛
て
た
礼
状
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
礼
状
に
よ
る
と
「
初

鶴
一
箱
」
が
、
院

い
ん
の

御ご

所し
ょ

（
上
皇
）
へ
進
上

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
献
上
さ
れ
た
鶴

も
ま
た
、
伊
賀
で
獲
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

幕
府
や
朝
廷
へ
の
献
上
品
で
あ
っ
た
鶴

に
関
す
る
情
報
は
、
藤
堂
藩
に
と
っ
て
重

要
な
事
柄
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
狩
猟
が

厳
格
に
制
限
さ
れ
る
と
と
も
に
、
事
細
か

な
情
報
が
藩
に
報
告
さ
れ
、
『
庁
事
類
編
』

な
ど
の
藩
政
記
録
に
残
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

総
務
課
歴
史
資
料
係
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▲近衛信尋書状 ( 石田三郎左衛門家伝来文書 )

忍者市を知る

　今回は「忍者トレイルランニン

グレース」の実行委員長を務める

恵川裕行さんに話を聞きました。

　伊賀は大阪・名古屋の中間に

位置し、それぞれ車でおよそ１時間の距離であるに

も関わらず、多くの自然が残っています。忍者トレ

イルランニングレースは「この大自然を多くの人に

知ってもらいたい」「忍者の心に触れ、健康管理や

日常生活のちょっとした刺激になれば」「多くの人々

が伊賀に訪れ交流の場を作ることで、地元地域の活

性化を図りたい」そんな想いから始まりました。

　伊賀には、戦国時代を感じることができる中世城

館跡が多く残り、忍者たちが修行したであろう山々

が里を囲んでいます。コースにもなっている霊山山

頂には、かつて巨大寺院があり、現在でもその跡が

残っています。そんなコースを走りながら伊賀の雰

囲気を感じてもらえたらと思います。

　このほか、山だけでなく集落もコースとなってお

り、地域の人に協力いただきながら、オール伊賀で

レースを開催し地域の魅力を発信しています。

　また、世界的に「NINJA」がブームとなってい

ることから、「忍者」と名のついたこのレースを海

外の人たちに興味を持ってもらい、海外から多くの

参加者を迎えるレースにしたいと考えています。

　世界で唯一忍者修行のできる忍者トレイルランニ

ングレース。皆さんも参加してみてはいかがでしょ

うか。

　伊賀市は「忍者市宣言」を行い、伊賀流忍術発祥

の地として、観光誘客やまちづくりを進めています。

以前からの取り組みだけでなく、「忍者トレイルラ

ンニングレース」のように忍者を生かした新たな取

り組みも進んでいますので、皆さんもぜひ、さまざ

まなイベントに参加してみてください。

【問い合わせ】

　観光戦略課　☎ 22-9670　ＦＡＸ 22-9695

―忍者の里山を駆け巡る―


